
 
 教   科      
 

 
工業(機械システム科） 
 

 
 科   目 
 

 
 機械工作 
 

 
 単 位 数 
 

 
  ２単位 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

 
 履修学年      
 

 
２学年 
 

 
 使用教科書 
 

 
機械工作１（実教出版） 

 
 履修年度 
 

 
令和２年度 

 
 
科目の 
目標 

 
機械工作では、工業材料の性質や鋳造、塑性加工、溶接、表面処理などの加工法、生産の

しくみとその管理などについて学ぶ。また、実際に活用できる能力と態度を育てる。 
  

                                                                                                
 
 
 
  
 評 
 価 
 規 
 準 
 
 

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③技能 ④知識・理解 

機械工作にかかわる
基礎的な知識や技術へ
の関心と、その習得に
意欲があり、合理的な
生産方法を企画し、実
際に活用しようとして
いる。 

工作機械にかかわる
さまざまな事象やそれ
に関連する問題点を把
握して分析し、それに
対処するために、これ
までに習得した知識や
技術などを活用すると
ともに、そこで得た知
識や経験をもとにした
発表等を行うことがで
きる。 

機械工作にかかわる
知識や技術をいろいろ
な場面で活用すること
ができる。 

機械工作の基礎的な
知識や技術の理解はも
とより、ものづくりの 
いろいろな場面での問
題解決を試みることが
できるようにそれらを
相互に関連させて理解
している。 

 
 評 
 価 
 方 
 法 
 
 

 
課題プリント、出席状
況 

 
課題プリント、定期考
査 

 
課題プリント、定期考
査 

 
課題プリント、定期考
査 

 
定期考査、授業へ積極的に参加しているか（発表・質問など）また、出席状況により総合的に評価
します。 

 
 

学期 
 

 
月 
 

 
時数 

 
単 元 学 習 内 容 評 価 

 
 
 １ 
 
 学 
 
 
 期 
 
 
 

 
４ 
 
５ 
 

 
 

１２ 
 
 

第１章 
機械工業のあらま
し 
第２章 
機械材料とその加
工性 

 
１．機械工業のあゆみ 
 
 
１．機械材料の性質や種類 

出席状況 
授業中の観察 
 
 
 
定期考査 

 
６ 
 
 
７ 

 
 

１２ 
 
 
 

 ２．炭素鋼 
１）製鋼の製法 
２）性質と分類 
３）組織と熱処理 
４）種類と用途 
５）加工性 

出席状況 
授業中の観察 
 
 
 
定期考査 

 
 
 
 ２ 
 
 学 
 
 期 
 

 
９ 
 
10 
 

 
 

１２ 
 
 

 ３．合金鋼 
１）性質と種類 
２）構造用合金と工具用合金 
３）耐食・耐熱用合金と特殊用途用

合金 
４）加工性 

出席状況 
授業中の観察 
 
 
定期考査 

11 
 
12 

 
 

１２ 
 

 ４．鋳鉄 
１）組織と性質 
２）種類 
３）加工性 

出席状況 
授業中の観察 
 
定期考査 

 
 ３ 
 
 学 
 
 期 

 
１ 
 
２ 
 
３ 

 
 
 

１２ 
 
 

 ５．非鉄金属材料 
６．非金属材料 
７．機能性材料 
８．複合材料 
 
 

出席状況 
授業中の観察 
 
 
 
定期考査 

 


